
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
総
合
労

働
協
約
改
訂
交
渉
は
、
８

月
28
日
の
１
回
目
、
９
月

14
日
の
２
回
目
及
び
９
月

20
日
の
３
回
目
の
交
渉
に

続
き
、
９
月
27
日
に
４
回

目
の
交
渉
を
行
っ
た
。

今
回
申
し
入
れ
た
要
求

項
目
の
う
ち
、
会
社
側
か

ら
『
超
勤
手
当
（
Ｆ
単
価

等
）
の
増
額
（
１
３
６
／

１
０
０
）
』
『
保
存
休
暇

の
適
用
条
件
及
び
使
用
用

途
の
拡
充
』
『
子
が
保
育

園
に
入
れ
な
い
場
合
の
育

児
休
職
期
間
の
延
長
』

『
輸
送
指
令
長
に
対
す
る

手
当
の
増
額
』
『
平
成
30

年
３
月
末
ま
で
就
労
す
る

客
室
乗
務
員
へ
の
慰
労
金

の
支
給
』
の
５
項
目
に
つ

い
て
回
答
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
８

月
28
日
の
団
体
交
渉
に
お

け
る
会
社
側
か
ら
の
提
案

に
つ
い
て
も
、
『
契
約
社

員
の
雇
用
制
度
等
の
一
部

改
正
』
『
勤
務
変
更
に
伴

う
取
り
扱
い
の
改
善
』

『
サ
ポ
ー
タ
ー
社
員
（
時

給
適
用
者
）
の
職
務
手
当

の
新
設
』
『
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
及
び
契
約
社
員
の

超
勤
手
当
（
Ｈ
単
価
）
の

改
善
』
の
４
項
目
を
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

組
合
は
、
「
今
回
の
交

渉
で
は
５
項
目
の
改
善

（
＋
４
項
目
の
整
理
）
が

図
ら
れ
た
が
、
今
回
改
善

さ
れ
な
か
っ
た
項
目
に
つ

い
て
は
、
組
合
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

観
点
か
ら
も
、
今
後
も
前

向
き
に
議
論
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
55
歳
以
上
の

組
合
員
に
は
子
育
て
世
代

の
者
も
多
く
い
る
た
め
、

基
本
賃
金
の
改
善
を
求
め

て
い
く
と
と
も
に
、
手
当

等
待
遇
の
改
善
を
図
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も

一
定
の
制
度
改
善
が
図
ら

れ
た
が
、
制
度
を
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
取
得

す
る
た
め
の
改
善
を
求
め

て
い
き
た
い
。
今
後
も
、

現
場
の
声
を
反
映
さ
せ
、

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
て

る
会
社
と
な
る
よ
う
議
論

し
た
い
」
と
強
く
訴
え
た
。

交
渉
終
了
後
、
業
務
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、
今

回
の
回
答
は
「
超
過
勤
務

手
当
の
改
善
」
並
び
に
、

従
来
か
ら
強
く
求
め
て
き

た
「
育
児
に
関
す
る
保
存

休
暇
の
取
り
扱
い
の
改
善
」

及
び
「
職
務
手
当
の
改
善
」

等
に
つ
い
て
一
定
の
改
善

が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

同
日
17
時
に
妥
結
し
た
。

36
協
定
に
つ
い
て
も

改
善
を
図
り
妥
結

ま
た
、
今
回
申
し
入
れ

た
要
求
項
目
の
う
ち
、
36

協
定
に
関
す
る
項
目
に
つ

い
て
は
、
９
月
20
日
の
３

回
目
の
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
『
時
間
外
労

働
時
間
数
の
１
日
の
限
度
』

及
び
『
乗
務
員
勤
務
に
お

け
る
連
続
乗
務
日
数
の
限

度
』
を
改
善
す
る
36
協
定

の
一
部
改
正
の
提
案
並
び

に
『
平
成
30
年
３
月
予
定

の
当
直
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
よ
る
36
協
定
違
反
の
防

止
』
及
び
『
乗
務
員
勤
務

に
お
け
る
連
続
勤
務
を
可

能
な
限
り
抑
制
す
る
た
め

の
取
り
組
み
の
実
施
』
に

つ
い
て
回
答
が
あ
っ
た
。

組
合
は
、
「
今
回
の
会

社
側
の
回
答
は
現
行
の
36

協
定
に
つ
い
て
一
定
の
改

善
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、

十
分
な
内
容
と
は
言
え
な

い
。
特
に
事
故
防
止
及
び

組
合
員
の
健
康
管
理
の
た

め
に
、
連
続
勤
務
日
数
に

つ
い
て
は
更
な
る
短
縮
を

図
る
べ
き
で
あ
り
、
特
別

条
文
を
将
来
的
に
は
削
除

で
き
る
よ
う
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
根
本
的
な
原
因
で

あ
る
要
員
不
足
は
す
ぐ
に

は
解
決
し
な
い
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
責
任
組
合
と

し
て
前
向
き
に
議
論
し
、

改
善
を
図
る
た
め
引
き
続

き
交
渉
を
継
続
し
た
い
」

と
強
く
訴
え
た
。

３
回
目
の
交
渉
終
了
後

に
業
務
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
今
回
の
回
答
は

「
連
続
勤
務
日
数
の
限
度
」

を
新
設
で
き
た
こ
と
及
び

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
と
の
総
合
労
働
協
約
改

定
交
渉
は
、
８
月
28
日
の

１
回
目
に
続
き
９
月
15
日

に
２
回
目
の
交
渉
を
行
っ

た
。今

回
申
し
入
れ
た
要
求

項
目
の
う
ち
、
会
社
側
か

ら
『
契
約
社
員
（
月
給
・

日
給
適
用
者
）
の
契
約
基

本
賃
金
の
改
善
』
『
再
雇

用
者
の
職
種
別
賃
金
の
改

善
』
に
つ
い
て
回
答
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

組
合
は
、
「
組
合
員
は

会
社
を
取
り
巻
く
環
境
の

厳
し
さ
を
認
識
し
つ
つ
、

労
働
条
件
の
向
上
を
強
く

望
み
な
が
ら
日
夜
、
安
全
・

安
心
輸
送
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
交
渉
に
お
け
る
改

善
は
評
価
し
た
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
年
令
給
・
職

能
給
に
つ
い
て
も
以
前
よ

り
強
く
改
善
を
求
め
て
お

り
、
今
後
も
前
向
き
な
検

討
を
要
望
す
る
。
そ
の
他
、

勤
務
面
や
諸
手
当
、
福
利

厚
生
面
な
ど
、
組
合
員
が

や
る
気
を
持
っ
て
就
労
で

き
る
制
度
へ
の
改
善
に
向

け
て
、
引
き
続
き
検
討
す

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
」

と
訴
え
た
。

交
渉
終
了
後
に
業
務
対

策
委
員
会
を
開
催
し
議
論

し
た
結
果
、
準
組
合
員

（
契
約
社
員
）
の
賃
金
改

善
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら

同
日
妥
結
し
た
。

ド
リ
ー
ム
号
の

賃
金
・
手
当
は

交
渉
を
継
続

ま
た
、
１
回
目
の
交
渉

後
に
会
社
側
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
ド
リ
ー
ム
号
乗

務
に
お
け
る
賃
金
・
手
当

の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、

１
回
目
、
２
回
目
及
び
９

月
25
日
の
３
回
目
の
交
渉

で
議
論
を
行
っ
た
。

交
渉
で
組
合
は
、
「
運

転
等
の
業
務
を
行
う
こ
と

の
な
い
便
乗
時
間
（
仮
眠

時
間
）
で
は
あ
る
が
、
交

代
の
運
転
業
務
に
備
え
る

と
い
う
概
念
で
あ
り
、
運

転
業
務
や
補
助
等
の
時
間

以
外
の
一
部
の
勤
務
時
間

を
半
分
に
換
算
す
る
こ
と

及
び
深
夜
乗
務
手
当
の
対

象
外
と
す
る
こ
と
は
容
認

で
き
な
い
」
等
、
組
合
員

の
声
を
強
く
会
社
側
に
訴

え
る
と
と
も
に
、
「
具
体

要
求
」
と
し
て
申
し
入
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
会
社
側
か
ら
の
回
答
が

あ
っ
た
。

組
合
は
、
持
ち
帰
り
業

務
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
議
論
し
た
結
果
、
今
回

の
提
案
は
、
拡
大
す
る
Ｌ

Ｃ
Ｃ
の
就
航
動
向
に
よ
る

他
交
通
機
関
と
の
競
争
激

化
等
、
今
後
の
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
に
お
け
る
減

収
傾
向
に
備
え
た
、
我
々

組
合
員
の
雇
用
を
確
保

（
路
線
維
持
）
す
る
た
め

の
施
策
で
あ
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ド
リ
ー
ム
号
に
乗
務

す
る
乗
務
員
の
み
の
見
直

し
で
あ
る
こ
と
及
び
組
織

内
で
の
議
論
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
各
分

会
大
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
、
引
き
続
き
交
渉
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
交
渉
の
経
緯
等
、
詳
し

く
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自
動

車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
№
16
、

２
、
３
を
参
照
）

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

①
超
勤
手
当
（
Ｆ
単
価
等
）
の
増
額
（
１
３
６
／
１
０
０
）

②
保
存
休
暇
の
適
用
条
件
及
び
使
用
用
途
の
拡
充

③
子
が
保
育
園
に
入
れ
な
い
場
合
の
育
児
休
職
期
間
の
延
長

④
輸
送
指
令
長
に
対
す
る
手
当
の
増
額

⑤
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
就
労
す
る
客
室
乗
務
員
へ
の
慰
労
金
の
支
給

⑥
契
約
社
員
の
雇
用
制
度
等
の
一
部
改
正

⑦
勤
務
変
更
に
伴
う
取
り
扱
い
の
改
善

⑧
サ
ポ
ー
タ
ー
社
員
（
時
給
適
用
者
）
の
職
務
手
当
の
新
設

⑨
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
及
び
契
約
社
員
の
超
勤
手
当
（
Ｈ
単
価
）
の
改
善

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

①
契
約
社
員
（
月
給
・
日
給
適
用
者
）
の
契
約
基
本
賃
金
の
改
善

②
再
雇
用
者
の
職
種
別
賃
金
の
改
善

９
月
15
日
（
金
）
13
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
第
３
回
本

部
執
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等

に
つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
業
務
）

・
予
讃
線
「
第
６
大
平
高

架
橋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

の
落
下
」
に
つ
い
て

（
支
部
大
会
）

・
高
知
、
自
動
車
、
徳
島
、

愛
媛
、
香
川
、
本
社

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
情
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営

委
員
会

（
共
闘
）

・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
関
す
る
署
名
の

回
収
結
果
に
つ
い
て

・
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
に
関
す
る
署
名
の
回

収
結
果
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
賃
金
対
策
委
員
会

・
組
織
戦
略
会
議

・
教
育
・
広
報
担
当
者
会

議
・
男
女
平
等
参
画
推
進
委

員
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

定
期
総
会

・
青
年
・
女
性
委
員
会
定

期
総
会

【
議

事
】

①
平
成
29
年
度
「
契
約
社

員
賃
金
引
上
げ
」
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
29
年
度
「
年
末
手

当
・
賞
与
」
要
求
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
③
Ｊ
Ｒ
連
合
第
24
回
賃
金

実
態
調
査
の
実
施
に
つ

い
て

④
職
場
諸
問
題
の
集
約
に

つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
第
10
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
つ
い
て

⑥
第
27
回
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

⑦
第
６
回
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

・
分
会
大
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て

・
次
期
（
第
４
回
）
執
行

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
そ
の
他

第
３
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
妥
結
！

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
は

賃
金
２
項
目
を
改
善
し
妥
結

連
続
勤
務
日
数
を
抑
制
す

る
た
め
の
具
体
的
な
対
策

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

現
行
の
36
協
定
に
一
定
の

改
善
が
図
ら
れ
た
と
判
断

す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、

そ
の
運
用
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

同
日
12
時
に
妥
結
し
た
。

（
交
渉
の
経
緯
等
、
詳
し

く
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー

ス
№
２
～
５
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
は
９
項
目
を
改
善
し
妥
結



各
支
部
定
期
大
会
は
、

本
社
支
部
を
最
後
に
全
支

部
の
日
程
を
終
了
し
た
。

各
大
会
で
は
、
向
こ
う
一

年
間
の
活
動
方
針
等
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

愛
媛
支
部
第
32
回
定
期

大
会
は
、
９
月
８
日
（
金
）

愛
媛
県
松
山
市
「
東
京
第

一
ホ
テ
ル
松
山
」
に
お
い

て
、
代
議
員
、
特
別
代
議

員
、
傍
聴
者
、
来
賓
の
出

席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

大
会
は
14
時
か
ら
、
綾

田
執
行
委
員
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
資
格
審
査
委

員
長
に
よ
る
大
会
成
立
宣

言
の
後
、
議
長
に
愛
媛
保

線
分
会
の
兵
藤
代
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。

松
下
執
行
委
員
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
結
成
30
年
を
迎
え
、

そ
の
間
に
お
け
る
雇
用
の

安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、
結
成
理
念
を
継
承
し

た
責
任
あ
る
「
労
使
共
同

宣
言
」
の
実
践
、
将
来
の

鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
地
域
と
の
議
論
の
必
要

性
、
政
治
共
闘
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
考
え
を
述

べ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
か

ら
挨
拶
を
受
け
、
議
事
に

入
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
活
動
経
過
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
が

行
わ
れ
、
平
成
29
年
度
活

動
方
針
案
と
予
算
案
が
提

起
さ
れ
質
疑
に
入
っ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
要
員

不
足
解
消
や
手
当
改
善
等

の
労
働
条
件
改
善
の
取
り

組
み
、
安
全
・
安
定
輸
送

の
取
り
組
み
、
組
織
や
政

治
共
闘
、
新
幹
線
導
入
や

ロ
ー
カ
ル
線
等
の
政
策
課

題
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、
全

体
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択

さ
れ
、
最
後
に
松
下
執
行

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
三
役
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長

松
下

正
弘

副
執
行
委
員
長

野
中

研
吾

津
野

一
彦

書

記

長武
智

義
治

書
記
次
長山

本

鉄
平

香
川
支
部
第
31
回
定
期

大
会
は
、
９
月
９
日
（
土
）

香
川
県
宇
多
津
町
「
ホ
テ

ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、
特

別
代
議
員
、
傍
聴
者
、
来

賓
の
出
席
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
か
ら
、
谷

川
副
執
行
委
員
長
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格
審

査
委
員
長
に
よ
る
大
会
成

立
宣
言
の
後
、
議
長
に
高

松
運
転
所
分
会
の
松
浦
代

議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

石
野
執
行
委
員
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
、
結
成
30
周

年
を
迎
え
、
安
全
・
安
定
・

安
心
輸
送
の
確
立
、
組
織

の
強
化
、
政
策
課
題
実
現

の
取
り
組
み
、
政
治
共
闘

の
取
り
組
み
、
男
女
平
等

参
画
推
進
等
に
つ
い
て
考

え
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、

来
賓
か
ら
挨
拶
を
受
け
、

議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
一
般
経
過
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

決
算
承
認
が
行
わ
れ
、
平

成
29
年
度
活
動
方
針
案
と

予
算
案
が
提
起
さ
れ
質
疑

に
入
っ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の
取
り

組
み
、
36
協
定
改
正
や
賃

金
を
は
じ
め
と
す
る
総
合

労
働
協
約
の
改
訂
の
取
り

組
み
、
労
働
環
境
改
善
の

取
り
組
み
、
男
女
平
等
参

画
推
進
の
取
り
組
み
、
組

織
の
強
化
等
に
つ
い
て
質

問
や
意
見
が
あ
り
、
執
行

部
の
答
弁
の
後
、
全
体
の

拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
、

最
後
に
、
新
た
に
選
出
さ

れ
た
中
野
執
行
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了

し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
三
役
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長

中
野

圭
司

副
執
行
委
員
長

大
川

則
宏

中
間

優
太

書

記

長杉
本

慶
太

書
記
次
長弓

立

雅
博

本
社
支
部
第
31
回
定
期

大
会
は
、
９
月
13
日
（
水
）

香
川
県
高
松
市
「
高
松
東

急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
、
代
議
員
、
特
別
代

議
員
、
来
賓
の
出
席
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
18
時
30
分
か
ら
、

三
好
副
執
行
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
長
に
よ
る
大
会

成
立
宣
言
の
後
、
議
長
に

財
務
部
分
会
の
木
村
代
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。

林
執
行
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
に
対
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
カ
ン
パ
等
の

取
り
組
み
、
安
全
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
、
組

織
の
強
化
に
向
け
た
労
働

運
動
の
実
践
、
労
働
環
境

改
善
の
取
り
組
み
、
四
国

新
幹
線
を
は
じ
め
と
す
る

政
策
課
題
、
結
成
30
周
年

を
迎
え
労
働
組
合
の
役
割

を
再
認
識
す
る
こ
と
の
重

要
性
等
に
つ
い
て
考
え
を

述
べ
た
後
、
来
賓
の
挨
拶

を
受
け
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
一
般
経
過
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

平
成
29
年
度
運
動
方
針
案
、

予
算
案
が
提
起
さ
れ
質
疑

に
入
っ
た
。

質
疑
で
は
、
多
様
な
働

き
方
を
実
現
す
る
た
め
の

制
度
改
善
、
賃
金
等
の
労

働
環
境
改
善
、
青
年
女
性

組
合
員
の
育
成
等
の
取
り

組
み
、
広
報
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
つ
い

て
質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、
全

体
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択

さ
れ
、
最
後
に
林
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
三
役
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長

林

広
章

副
執
行
委
員
長

廣
永

周
作

小
川

有
貴

書

記

長池
田

佳
憲

書
記
次
長下

野

桂
馬

９
月
22
日
（
金
）
、
23

日
（
土
）
の
２
日
間
、
香

川
県
三
豊
市
粟
島
の
海
員

学
校
跡
「
ル
・
ポ
ー
ル
粟

島
」
に
お
い
て
、
入
社
５

年
以
内
の
組
合
員
を
対
象

に
し
た
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー

ス
」
が
四
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
受
講
生
22
名
、
本

部
青
年
女
性
会
議
役
員
及

び
本
部
役
員
の
総
勢
30
名

で
開
催
さ
れ
た
。

ス
ク
ー
ル
は
青
年
女
性

会
議
役
員
に
よ
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま

り
、
受
講
生
は
「
労
働
組

合
と
は
・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

の
取
り
組
み
」
「
組
合
と

共
済
活
動
の
関
わ
り
」

「
組
合
と
労
働
金
庫
の
関

わ
り
」
「
政
策
活
動
の
取

り
組
み
」
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
歴
史
」
に
つ
い
て
、

中
濱
執
行
委
員
長
、
大
谷

書
記
長
、
森
安
教
育
部
長

等
の
講
義
を
受
け
、
基
礎

知
識
を
学
び
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
た
。

夕
食
交
流
会
で
は
、
寄

せ
鍋
を
囲
み
、
仕
事
か
ら

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ま
で
、
熱

い
議
論
を
交
わ
し
、
日
頃

交
流
の
少
な
い
様
々
な
職

場
の
組
合
員
と
の
親
睦
を

図
っ
た
。

２
日
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
終
了
後
に
は
「
ふ
り
か

え
り
ス
ク
ー
ル
」
を
行
い
、

２
日
間
の
感
想
を
参
加
者

全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
、

本
ス
ク
ー
ル
の
成
果
を
確

認
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
青
年
女

性
会
議
の
各
支
部
定
期
委

員
会
は
、
９
月
20
日
（
水
）

の
愛
媛
支
部
を
皮
切
り
に
、

９
月
28
日
（
木
）
に
高
知

支
部
、
９
月
30
日
（
土
）

に
香
川
支
部
、
10
月
２
日

（
月
）
に
徳
島
支
部
、
10

月
４
日
（
水
）
に
本
社
支

部
と
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

た
。各

支
部
と
も
、
７
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
本
部
青

年
女
性
会
議
第
25
回
定
期

委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
案
、
経
過
報
告
及
び

活
動
方
針
案
を
提
起
し
、

各
委
員
か
ら
は
安
全
・
安

定
・
安
心
輸
送
の
確
立
、

収
入
の
確
保
、
政
策
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
、

職
場
に
お
け
る
諸
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件

改
善
、
男
女
平
等
参
画
推

進
、
働
き
方
改
革
等
に
つ

い
て
発
言
が
あ
り
、
常
任

委
員
会
よ
り
答
弁
を
受
け

た
後
、
満
場
一
致
で
全
て

の
議
事
が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
よ

選
出
さ
れ
た
各
支
部
の
新

三
役
は
次
の
と
お
り
。

【
香
川
支
部
】

議

長

福
岡

亘

副
議
長

太
尾

夏
士

尾
上

和
樹

清
本

隆
輝

事
務
長

松
本

達
矢

【
愛
媛
支
部
】

議

長

井
上

文
也

副
議
長

池
原

匡
哉

秋
田

大
介

岡
部

恵

事
務
長

笠
岡

海
渡

【
徳
島
支
部
】

議

長

山
地

竜
太
郎

副
議
長

曽
川

雅
史

大
林

治
基

事
務
長

戎
井

紀
貴

【
高
知
支
部
】

議

長

矢
野

宏
樹

副
議
長

三
原

一
将

山
本

翼

事
務
長

石
田

直
也

【
本
社
支
部
】

議

長

堀
江

大
貴

副
議
長

髙
木

雄
也

谷
井

夕
貴

事
務
長

谷
井

俊
輝

な
お
、
自
動
車
支
部
青

年
女
性
会
議
定
期
委
員
会

は
10
月
28
日
（
土
）
に
開

催
予
定
。

愛

媛

支

部

香

川

支

部

本

社

支

部

第６回ドッジボール大会の
開催について

と き １２月２日(土) １３：４０集合

ところ 丸亀市民体育館

香川県丸亀市金倉町９２４－１

TEL 0877-24-6251

お申込は各支部まで！！


